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　地域の医療ニーズや効率性を考慮し、平成 28 年度より増改築工事に係る基本設計等の検討を重ね、
昨年 10 月に開催された起工式を契機に「鈴鹿中央総合病院増改築工事」がスタートしました。
　この度、およそ１年の工期を終え増築棟が完成し、平成 30 年 10 月 14 日に竣工式を執り行う運
びとなりました。今回の工事にご尽力いただきました関係者の皆さまには厚くお礼申し上げます。
　増築棟は鉄骨造４階建、延床面積約 5,500㎡となり、１階には内視鏡センターとリハビリテーショ
ンセンターを設置、２階は会議室・休憩室・職員食堂など職員向けの厚生施設を設けます。３階に
は血液浄化センターと外来化学療法室、４階には新たに緩和ケア病棟 20 床を開設します。増築棟
完成により、診療機能の充実をはじめアメニティは改善され、地域住民の皆さまにも喜んでいただ
けると考えています。
　当院は、二次救急病院、地域がん診療拠点病院、臨床研修指定病院、災害拠点病院等に指定され
ております。病院スタッフ一丸となり意を新たにして、安全・安心で質の高い医療を提供してまい
りますので、より一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。また、診療業務はも
ちろんのこと、健康講座や広報誌等を通じて、健康増進や疾病予防の情報提供等に努め、地域住民
の皆さまが安心して健康的に過ごせる地域づくりに貢献していく所存です。
　今後は、既存棟（本館）の改修に順次着手し、手狭になった救急外来や中央処置室の移設、拡充
および呼吸器センターの移設などを行い、平成 31 年９月に全ての増改築工事が完了する予定です。
引続き患者さまや周辺地域住民の皆さまには、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

鈴鹿中央総合病院
事務次長 岩名　敏宏

鈴鹿中央総合病院 増築棟の竣工
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平
成
30
年
９
月
、
当
院
に
Ｊ

－

Ｍ
Ａ
Ｃ

シ
ス
テ
ム
の
高
性
能
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
Ｆ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ 

Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ 

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
）、
多
機
能
ビ
ュ
ー
ワ
（
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ 

Ｖ

Ｉ
Ｅ
Ｗ
）【
※
１
】
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
院
内
で
発
生
し
た

様
々
な
画
像
の
管
理
、
配
信
を
行
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。
今
回
導
入
さ
れ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

は
、
配
信
先
の
モ
ニ
タ
解
像
度
に
合
わ
せ

て
、
画
像
を
高
画
質
か
つ
高
速
に
配
信
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
接
続
端
末
に
は
リ
ッ

チ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
方
式
【
※
２
】
が
採
用

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
負
荷
を
か
け
ず
に
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ

ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
は
困
難
な
機
能
を

提
供
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
画
像
運
用
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
画
像
容
量
の
大
き
な
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
も
専
用
端
末
は
も
ち
ろ
ん
、

電
子
カ
ル
テ
で
参
照
す
る
場
合
で
も
ス
ト

レ
ス
な
く
表
示
、
閲
覧
が
可
能
で
す
。
読

影
用
の
ビ
ュ
ー
ワ
は
非
常
に
多
機
能
で
、

日
々
の
読
影
業
務
に
耐
え
る
各
種
機
能
を

搭
載
し
て
い
る
ほ
か
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

キ
ー
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ク
ロ
機
能

ま
で
も
実
装
し
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
ビ
ュ
ー
機
能
は
、
画
像
と
は
異
な

る
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
も
画
像
表
示
ウ
イ

ン
ド
ウ
に
ド
ラ
ッ
グ
・
ア
ン
ド
・
ド
ロ
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
フ
ァ
イ
ル
の
表
示
や
保

存
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
形
式
へ
変
換
し
て
新
規

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
イ
ン
ポ
ー
ト
す
る
機
能

で
、
画
像
ビ
ュ
ー
ワ
で
あ
り
な
が
ら
文
書

管
理
も
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ビ
ュ
ー
ワ
と
し
て
の
特
記
す
べ
き

機
能
と
し
て
は
４
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
が
あ
り
ま

す
。
通
常
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
等
の
横
断
画
像

は
二
次
元
で
、
そ
れ
を
ペ
ー
ジ
ン
グ
し
て

閲
覧
し
ま
す
。
ペ
ー
ジ
ン
グ
す
る
こ
と
で

頭
尾
側
方
向
の
位
置
情
報
が
加
わ
り
三
次

元
的
に
理
解
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
近
年

多
用
さ
れ
る
時
間
分
解
能
が
向
上
し
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
タ
デ
ィ
【
※
３
】
や
パ
ー

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ス
タ
デ
ィ
【
※
４
】
で
は
、

さ
ら
に
時
間
軸
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
検
査
で
出
力
さ
れ
る
膨
大
な

画
像
を
束
ね
て
一
つ
の
画
面
で
閲
覧
を
可

能
に
す
る
の
が
４
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
で
す
。
高

速
画
像
配
信
が
可
能
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
高
機

能
ビ
ュ
ー
ワ
の
組
み
合
わ
せ
だ
か
ら
こ
そ

可
能
な
機
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、

ビ
ュ
ー
ワ
に
あ
わ
せ
て
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
放
射
線
部
門
だ
け

で
な
く
、
他
部
門
の
レ
ポ
ー
ト
も
同
時
に

管
理
可
能
で
、
院
内
の
様
々
な
領
域
で
利

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
画
像
ビ
ュ
ー

ワ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
各
診
療
科
で

の
診
断
能
向
上
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か

画
像
管
理
、画
像
診
断
に
高
性
能
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、多
機
能
ビ
ュ
ー
ワ
を
導
入
し
ま
す
。

　

～
質
の
高
い
医
療
に
向
け
さ
ら
な
る
前
進
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
い
な
べ
総
合
病
院　
放
射
線
科
部
長　

大
島 

秀
一

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
放
射
線
部
門
で
は

管
理
者
と
し
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
ビ
ュ
ー
ワ
の

性
能
を
余
す
こ
と
な
く
引
き
出
し
、
臨
床

へ
の
画
像
の
提
供
や
画
像
診
断
を
通
し
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
医
療
の
提
供

に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
※
１
】
多
機
能
ビ
ュ
ー
ワ

　

フ
ァ
イ
ル
の
内
容
を
見
る
た
め
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
。
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
と
も
い
う
。
表
示

専
用
で
、
通
常
は
編
集
や
保
存
は
で
き
な
い

が
コ
ン
パ
ク
ト
で
動
作
が
軽
い
の
が
特
徴
。

画
像
フ
ァ
イ
ル
を
ス
ラ
イ
ド
の
よ
う
に
表

示
す
る
も
の
や
、
高
度
な
検
索
機
能
を
備
え

た
も
の
の
事
。

【
※
２
】
リ
ッ
チ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
方
式

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
／
サ
ー
バ
間
で
の
連
携

機
能
を
持
ち
つ
つ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
Ｕ
Ｉ

で
表
現
力
・
操
作
性
が
高
い
う
え
に
、
Ｗ
ｅ

ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
実
現
で
き

る
為
、
配
布
の
簡
易
化
な
ど
が
得
ら
れ
る
。

【
※
３
】
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
タ
デ
ィ

　

造
影
に
よ
る
効
果
を
時
間
を
追
っ
て
検

査
す
る
場
合
の
事
。

【
※
４
】
パ
ー
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ス
タ
デ
ィ

　

組
織
の
毛
細
血
管
あ
る
い
は
そ
れ
に
準

ず
る
機
能
血
管
系
の
血
流
を
検
査
す
る
場

合
の
事
。
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平
成
30
年
８
月
よ
り
泌
尿
器
科
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。
担
当
医
の
岩
本
陽
一
と

申
し
ま
す
。
今
ま
で
泌
尿
器
科
専
門
医
・

泌
尿
器
科
指
導
医
と
し
て
、
三
重
大
学
・

伊
勢
赤
十
字
病
院
・
三
重
中
央
医
療
セ
ン

タ
ー
・
済
生
会
明
和
病
院
等
に
て
培
っ
た

知
識
、
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の
皆
様

の
立
場
に
た
っ
た
、
わ
か
り
や
す
く
温
か

い
診
療
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
泌
尿
器
科
で

診
療
を
行
う
具
体
的
な
症
状
は
以
下
の
通

り
で
す
。

・
排
尿
、
尿
の
症
状

尿
の
勢
い
が
弱
い
、
排
尿
回
数
が
多
い
、

排
尿
時
の
痛
み
、
尿
漏
れ
、
尿
意
の
我

慢
が
出
来
な
い
、
尿
に
血
が
混
じ
る
、

尿
が
に
ご
る
、
お
子
様
の
夜
尿
症
な
ど

・
陰
嚢
、
男
性
性
器
の
症
状

陰
嚢
の
痛
み
、
し
こ
り
を
触
れ
る
、
腫

れ
る 

な
ど

・
検
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た

尿
潜
血
、
尿
蛋
白
な
ど
の
異
常
、
前
立

腺
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
高
い

・
排
尿
カ
テ
ー
テ
ル
に
関
す
る
相
談
や
管
理

定
期
的
な
カ
テ
ー
テ
ル
交
換
、
自
己
導

尿
の
指
導
・
継
続

・
男
性
外
来

男
性
更
年
期
、
Ｅ
Ｄ
治
療
、
男
性
不
妊

の
相
談

・
癌
治
療
、
術
後
の
経
過
観
察

前
立
腺
癌
に
対
す
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
、

前
立
腺
癌
術
後
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
定
期
検
査

　

な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
対
す
る
診
療

を
主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
と
い
う
と
「
恥
ず
か
し
い
」「
痛

い
こ
と
を
さ
れ
る
の
で
は
？
」
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
方
に
そ
の
よ
う
な
検
査
、
処
置
を
す
る

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

も
十
分
な
配
慮
の
も
と
診
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
近
年
、
泌
尿
器
科
疾
患
は
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
決
し
て
男
性
だ
け
が
受
診

す
る
診
療
科
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
泌
尿
器

科
の
診
療
範
囲
は
幅
広
く
、
腎
臓
や
尿
管
、

膀
胱
、
前
立
腺
そ
し
て
尿
道
な
ど
の
尿
の
産

生
か
ら
排
尿
ま
で
の
尿
に
関
係
す
る
臓
器
の

す
べ
て
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
ど
の
よ
う
な
些
細
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
台
厚
生
病
院
は
、
医
療
・
福
祉
の
連

携
を
深
め
る
為
に
大
紀
町
と
大
台
町
の
各

施
設
関
係
者
で
定
期
的
に
研
修
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
始
め
て
今
回
で

５
回
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
も
沢
山
の
地

元
事
業
所
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
（
下
記
参
照
）。
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

多
数
の
職
種
の
方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
研

修
を
行
い
ま
す
（
下
記
参
照
）。
研
修
も
重

要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療
と
福
祉
の
関

係
者
が
一
同
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
大

変
有
意
義
な
事
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
顔
の
見
え
る
連
携
と
い
う
の
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
に
繋
が
り
、
し
っ
か
り
し

た
強
固
な
連
携
の
始
ま
り
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
透
析
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研

修
を
行
い
宮
前
診
療
所
の

尾
邉
利
英
先
生
か
ら
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

当
院
の
透
析
室
も
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
普
段
は
見
学

で
き
な
い
場
所
や
機
材
に

ふ
れ
る
事
が
で
き
大
変
満

足
い
く
研
修
会
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
研

修
会
を
継
続
し
て
行
い
、

泌
尿
器
科
外
来
の
開
設
に
つ
い
て

　
（
診
療
日
時
：
第
１
、３
、５
金
曜
日
９
：
00
～
13
：
00
）

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー　
泌
尿
器
科
医
師　

岩
本 

陽
一

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
に
係
る
研
修
会

　

～
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
～

大
台
厚
生
病
院　
事
務
次
長
兼
医
事
課
長　

山
本 

隆
二

地
域
全
体
で
医
療
を
さ
さ
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
参
加
事
業
所
〉

大
紀
町
役
場
・
大
台
町
役
場
・
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
診
療
所
・
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

歯
科
医
院
・
薬
局
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護

シ
ョ
ッ
プ
・
度
会
広
域
連
合
等

〈
参
加
職
種
〉

診
療
所
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
保

健
師
・
介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
士
・

相
談
支
援
員
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
介
護

職
員
・
管
理
栄
養
士
・
事
務
員
等

尾邉利英先生の講義

透析室見学
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平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
登
山
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
が
８
月
３
日
よ
り
５
日
間
に
渡
り

菰
野
町
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
47
都
道
府
県
の
代
表
か
ら
な
る
団
体
男
女

そ
れ
ぞ
れ
１
パ
ー
テ
ィ
４
名
と
監
督
１
名
か

ら
構
成
さ
れ
、
計
３
７
６
名
の
選
手
・
94
名

の
監
督
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
３
泊
４
日

に
渡
り
標
高
１
２
１
２
ｍ
の
御
在
所
岳
周
囲

の
山
々
を
体
力
・
歩
行
技
術
・
装
備
・
設
営
・

撤
収
・
炊
事
・
気
象
・
自
然
観
察
・
計
画
・

マ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
項
目
で
点
数
を
競
う
登

山
大
会
で
し
た
。

　

今
年
は
猛
暑
で
あ
り
急
遽
当
日
の
コ
ー
ス

変
更
や
荷
物
の
軽
量
化
な
ど
の
対
策
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
山
岳
医
師
か
ら
は
、
脱
水
の
評

価
の
た
め
下
山
し
た
選
手
の
尿
検
査
を
で
き

る
だ
け
促
す
よ
う
に
と
救
護
所
へ
指
示
が
あ

る
ほ
ど
で
し
た
。
救
護
所
に
は
脱
水
・
擦
過

傷
・
感
冒
症
状
・
捻
挫
・
関
節
痛
な
ど
の
様
々

な
症
状
の
選
手
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
応
急

処
置
を
し
て
も
翌
日
に
再
度
登
山
可
能
か
ど

う
か
の
判
断
が
重
要
な
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
選
手
に
と
っ
て
行
動
離
脱
は
減
点
に

な
り
、
リ
タ
イ
ア
は
順
位
が
も
ら
え
な
く
な

る
か
ら
で
す
。
学
生
生
活
の
大
半
を
練
習
時

間
に
費
や
し
努
力
を
重
ね
県
代
表
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
ま
で
勝
ち
上
が
っ
て
き

た
選
手
に
と
っ
て
、
体
調
不
良
に
な
る
こ
と

は
メ
ン
バ
ー
に
迷
惑
を
か
け
、
自
分
の
努
力

し
て
き
た
こ
と
が
無
駄
に
な
る
気
が
し
て
、

体
調
不
良
を
耐
え
て
で
も
参
加
し
よ
う
と
し

ま
す
。
し
か
し
無
理
を
す
る
こ
と
は
危
険
で

あ
り
更
に
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
医
師
・
監
督
を
ふ
く
め
て
安

全
登
山
の
説
明
・
相
談
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
で
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
色
ん
な
山
々

に
出
会
え
る
こ
と
な
ど
を
選
手
に
語
り
、
行

動
離
脱
を
勧
め
る
な
ど
の
決
意
を
促
し
て
、

み
ん
な
が
涙
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

間
近
で
選
手
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
「
な

ん
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

私
自
身
の
中
で
高
鳴
り
、
選
手
が
翌
日
に
少

し
で
も
痛
み
・
疲
れ
が
と
れ
て
登
山
に
支
障

が
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
ケ
ア
に
あ
た
り

ま
し
た
。
選
手
一
人
ひ
と
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
の
想
い
が
あ
り
、
私
も
熱
く
な
る
感
動

を
も
ら
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
と
り
く
む
こ

と
の
意
義
や
す
ば
ら
し
さ
は
私
自
身
の
励
み

に
も
な
り
、
時
に
思
い
出
し
「
力
」
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

鈴
鹿
厚
生
病
院
の
近
く
に
は
カ
ワ
セ
ミ

や
オ
オ
タ
カ
な
ど
貴
重
な
野
鳥
を
は
じ
め
、

多
様
な
生
物
が
観
察
で
き
る
田
古
知
川
（
た

こ
ち
が
わ
）
と
金
沢
川
（
か
な
さ
い
が
わ
）

が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
５
月
と
12
月
に
田
古
知
川
・
金

沢
川
の
清
掃
活
動
を
地
域
の
自
治
会
、
地

元
の
中
学
生
、
大
学
生
と
共
に
行
い
ま
し

た
。
全
体
で
は
約
１
０
０
名
の
参
加
が
あ

り
、
当
院
か
ら
は
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

川
床
に
降
り
る
回
収
班
と
、
集
め
ら
れ

た
ゴ
ミ
を
仕
分
け
る
分
別
班
に
わ
か
れ
、

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
川
に
は
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
タ
イ
ヤ
、
自
転
車
な

ど
、
予
想
を
超
え
る
ゴ
ミ
に
溢
れ
て
い
ま

し
た
が
、
12
月
の
清
掃
活
動
時
に
は
５
月

と
比
べ
て
随
分
と
ご
み
の
量
も
減
っ
て
お

り
、
清
掃
活
動
を
行
っ
た
意
味
が
あ
っ
た

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
11
月
10
日
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
、
当
院
か
ら

も
15
名
ほ
ど
参
加
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
現
在
も
募
集
中
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

鈴
鹿
厚
生
病
院
で
は
夏

フ
ェ
ス
や
病
院
祭
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
地

域
の
方
々
と
共
同
で
活
動
を

行
う
機
会
は
少
な
い
の
で
、
今
後
も
交
流

を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
職
員
と
し
て
地
域
の
中
で
の

役
割
も
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
高
等
学
校 

登
山
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　

～
救
護
に
参
加
し
て
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
菰
野
厚
生
病
院　
外
科
外
来 

看
護
師　

三
木 

恭
子

今
年
も
河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
す

　

～
次
回
の
開
催
に
向
け
参
加
者
を
募
集
中
～

鈴
鹿
厚
生
病
院　
地
域
支
援
室 

作
業
療
法
士　

岡
野 

元
保

宿泊テントの様子

休憩中の様子

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第 3 回 田古知川・金沢川の清掃活動

ボランティアを募集します。 
 

日時：平成 30 年 11 月 10 日（土）少雨決行 

    午前 10 時～午後 2 時頃 

 

第３回河川クリーン活動 

ボランティア 

大 募 集 ! 

分別作業中

参加者集合写真

川の中の清掃作業中

分別作業中
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医
療
安
全
管
理
室
で
は
、
全
職
員
対
象
の

研
修
を
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
種
ご
と
に
必
要
な
研
修
を
適
宜
開
催
し
、

医
療
事
故
防
止
の
た
め
の
知
識･

技
術
の
習

得
及
び
事
故
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
学
べ

る
よ
う
、
看
護
部
教
育
委
員
会
と
の
連
携
も

図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
６
月
25
日
・
28
日
・
７
月

２
日
・
17
日
に
、
第
１
回
医
療
安
全
全
体
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
時
間
半
～
２
時

間
の
間
に
約
30
分
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
動
画
講

義
を
行
い
、
内
容
は
「
①
薬
剤
取
り
違
え　

②
輸
液
ポ
ン
プ
の
フ
リ
ー
フ
ロ
ー　

③
不

眠
・
夜
間
せ
ん
妄
を
起
こ
し
た
患
者
さ
ん
へ

の
対
応
」
と
し
ま
し
た
。

　

全
体
で
８
１
．
２
％
の
出
席
率
で
、
部
署

に
よ
っ
て
は
１
０
０
％
の
出
席
率
と
参
加
に

協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

動
画
講
義
の
中
で
日
常
困
っ
て
い
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
、
５
Ｒ
の
確
認
、

作
業
中
断
時
の
再
確
認
、
直
前
確
認
、
せ
ん

妄
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
な
ど
が
あ
り
、「
再

現
映
像
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
を
守
る
、
声
だ
し
指
さ
し
確
認
を

す
る
、
直
前
に
確
認
を
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
相
手
を
思
い
や
り

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
、
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
こ
ま
な
い
な
ど
、
相
手
を
思
い
や
る

こ
と
が
大
切
と
の
感
想
も
多
く
、
今
後
の
診

療
や
看
護
に
活
か
し
て
い
け
る
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
正
し
い
知
識
と
技
術
を
職
員
が
相

互
に
教
え
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

患
者
さ
ん
へ
の
安
全
な
医
療
の
提
供
が
継
続

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
わ
か
ら
な
い
専
門
用
語
が
あ
っ

た
」「
職
種
に
よ
っ
て
は
仕
事
の
内
容
が
違

い
わ
か
り
に
く
か
っ
た
」
と
い
う
少
数
意
見

も
あ
り
、
全
体
研
修
で
全
職
種
に
伝
え
る
難

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
全
職
員
が
興
味
を

持
て
る
研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
課
題
で
す
。

　

当
医
療
安
全
管
理
室
は
、
平
成
30
年
４
月

よ
り
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
組
織
横
断
的
な

改
善
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
、
各
部
門
へ
の
ラ

ウ
ン
ド
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
情
報
を
共
有
し
、
問
題
の
改
善

策
の
立
案
と
実
施
、
そ
の
評
価
を
行
い
、
常

に
各
部
門
の
臨
床
場
面
に
お
い
て
積
極
的
な

医
療
事
故
防
止
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　6月25日・28日・7月2日・17日　Ｈ30年度第1回医療安全全体研修会を行いました。

　お忙しい中多数ご参加いただき、ありがとうございました。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

ＣＥ エポッ

ク

事務 薬剤師 検査科 放射線

科

リハビ

リ

栄養科 看護補

助員

医師 看護師 外部委

託

参加率％ 100 100 93.3 96 93.3 87.1 85.7 91.9 84.9 38.4 84.6 95

研修会参加率

医療安全だより 医療安全管理室 ２０１８年８月

アンケート結果

＊どのような場面においてもコミュニケーションが必要

＊焦っている時こそ注意してチェックする

＊中断した場合最初からやり直す

＊相手を思いやり、相手にわかりやすく伝える

＊わかりやすいＤＶＤであった

＊事例がリアルでドキドキした

＊指さし・声だし確認・直前確認が必要

＊時間を気にせず受けられたのがよかった

＊ちょっとした変化や異常は速やかに看護師に伝える

＊ルールを守る

＊どの職種でも確認・ルールを守ることは大事

＊伝わっているだろうと思い込まない

少数意見

＊職種的に合わない内容もあった

＊スライドの上下が切れていた

＊わからない専門用語があり難しかった

＊研修時間の幅をもっと広げてほしい

ありがとうございました。今後の研修会の参考にさせていただきます。

職
員
の
医
療
安
全
知
識
向
上
を
目
指
し
て

　

～
医
療
安
全
全
体
研
修
会
を
開
催
～

松
阪
中
央
総
合
病
院　
医
療
安
全
管
理
者　

神
内 

順
子
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現
在
私
は
鈴
鹿
中
央
総
合
病
院
で
緩
和

ケ
ア
チ
ー
ム
の
専
任
臨
床
心
理
士
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
に
Ｊ
Ａ

三
重
厚
生
連
に
採
用
と
な
り
、
鈴
鹿
中
央

総
合
病
院
に
来
て
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
お
け

る
心
理
士
の
役
割
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
が
趣
旨
で
す
が
、
こ
れ
は

な
か
な
か
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。
緩
和
ケ

ア
チ
ー
ム
に
お
け
る
心
理
士
の
役
割
は
ま

だ
明
確
で
な
く
、『
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム 

活
動

の
手
引
き
』（
日
本
緩
和
医
療
学
会　

平
成

25
年
）
を
紐
解
い
て
み
て
も
、
心
理
士
の

役
割
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
周
り
を
見
回
し
て
み
て
も
、
心
理

士
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
得
意
と
す
る
と

こ
ろ
や
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
踏
ま

え
て
手
探
り
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
今

回
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も

私
の
考
え
る
心
理
士
の
役
割
で
あ
り
、
心

理
士
が
み
な
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
申
し
添
え
て
お

き
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
重
い
病
気
を
患
っ

て
も
そ
の
人
ら
し
く
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
「
そ
の
人
ら

し
く
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
患

者
さ
ん
そ
の
人
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は

始
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
ら
、
支
援
し
よ
う
に
も
独
り
よ
が
り
な

も
の
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。
ど
の
よ

う
な
生
い
立
ち
な
の
か
、
仕
事
は
何
を
し

て
い
る
の
か
、
家
族
状
況
は
ど
う
か
、
趣

味
や
特
技
は
何
か
、
大
切
に
し
て
い
る
価

値
観
や
信
念
は
何
か
な
ど
、
そ
の
人
自
身

の
こ
と
を
知
る
よ
う
に
努
め
、
そ
こ
か
ら

心
理
的
な
問
題
を
見
立
て
て
い
き
ま
す
。

が
ん
に
な
っ
た
ら
誰
し
も
が
多
か
れ
少
な

か
れ
不
安
に
な
っ
た
り
気
分
が
落
ち
込
ん

だ
り
し
ま
す
。
し
か
し
そ
う
は
言
っ
て
も
、

そ
こ
に
は
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
固
有
の

意
味
が
あ
り
、
ま
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
個
別
性
を
探
求
し
て
い

く
の
が
臨
床
心
理
学
と
い
う
学
問
で
あ
る

の
で
す
。

　

現
在
は
多
職
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
を

持
ち
よ
っ
て
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
チ
ー
ム

医
療
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
ま
す

が
、
と
り
わ
け
私
た
ち
心
理
士
は
患
者
さ

ん
の
主
観
的
体
験
を
重
視
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
病
気
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
て
い
る
か
、
今
後
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
、
こ
の
人
に
と
っ
て
の
恐
れ
あ

る
い
は
希
望
と
は
何
か
な
ど
、
患
者
さ
ん

が
感
じ
た
り
思
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
め
ぐ
ら
し

な
が
ら
患
者
さ
ん
の
話
を
う
か
が
い
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
の
答
え
を
患
者
さ
ん

自
身
の
中
に
見
つ
け
だ
す
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ
こ
で
書
い
て
い

る
ほ
ど
実
際
に
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

日
々
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

緩
和
ケ
ア
で
出
会
う
患
者
さ
ん
と
接
し

て
い
る
と
、
小
手
先
の
技
術
で
ど
う
に
か

し
よ
う
と
思
っ
て
も
ま
っ
た
く
ダ
メ
で
、

一
人
の
人
間
と
し
て
の
こ
ち
ら
の
価
値
観

が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
病
気
が
も
う
治
療
の
施
し
よ

う
の
な
い
段
階
に
ま
で
至
り
、
残
さ
れ
た

命
が
あ
と
数
ヵ
月
し
か
な
い
患
者
さ
ん
を

前
に
、
ど
う
や
っ
た
ら
そ
の
人
の
苦
悩
を

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
自
問
し
て
み
た
と
き
、
私
は
専
門
家

と
し
て
の
自
分
自
身
の
限
界
に
突
き
当
た

り
、
不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
緩
和
ケ
ア
で
仕
事
を
し

て
い
る
医
療
者
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
避

け
ら
れ
な
い
感
情
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ

し
て
ま
た
こ
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
無
力

感
と
じ
っ
く
り
向
き
合
う
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
こ
う
し
た
私
た
ち
が
感
じ
る
気
持
ち

は
、
死
に
直
面
し
て
い
る
患
者
さ
ん
自
身

が
抱
え
て
い
る
気
持
ち
と
相
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
心
理
士
と

し
て
私
に
で
き
る
最
善
の
努
力
は
、
自
分

の
こ
こ
ろ
を
通
し
て
患
者
さ
ん
の
苦
し
み

を
理
解
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に

持
ち
こ
た
え
な
が
ら
、
自
分
の
仕
事
の
意

味
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
だ
と
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
通
し
て
自
分
な
り
に
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
患
者
の
苦
し
み
を
理
解
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
て
も
、
理
解
す
る
努
力
を
継

続
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
、
患
者
の
た
め

に
医
療
者
が
な
し
う
る
最
も
支
持
的
な
か

か
わ
り
で
あ
り
、
患
者
の
精
神
的
苦
痛
に

対
し
て
治
療
的
に
働
く
」
の
で
す
。
何
が

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
そ

の
人
に
と
っ
て
自
分
が
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
り
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
、doing

で
は
な
く
、

being

と
い
う
こ
と
で
し
か
私
た
ち
の
仕

事
を
本
当
に
は
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
こ
に
こ
そ
緩
和
ケ
ア
と
い
う
仕
事
の
や

り
が
い
と
難
し
さ
の
両
方
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
お
け
る
臨
床
心
理
士
の
役
割
に
つ
い
て

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

臨
床
心
理
士　

山
村 

真



　

食
欲
を
そ
そ
る
美
味
し
食
材
が
た
く

さ
ん
出
回
る
秋
到
来
！

　

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
る
食
材
が
多
く
、美
容
効
果
、

疲
労
回
復
効
果
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
の
簡
単
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

✿
　
　
✿
　
　
✿
　
　
✿
　
　
✿

鮭
と
き
の
こ
の
和
風
パ
ス
タ

材
料
（
一
人
分
）

○
生
鮭
…
１
切
れ

○
塩
・
こ
し
ょ
う
…
適
量

○
し
め
じ
・
エ
リ
ン
ギ
・

　

ま
い
た
け
…
各
50
ｇ

○
大
葉
…
１
枚

○
に
ん
に
く
…
１
／
２
片

○
ス
パ
ゲ
テ
ィ
…
１
０
０
ｇ

○
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
…
６
ｇ

　
（
大
さ
じ
１
／
２
）

○
し
ょ
う
ゆ
…
６
ｇ

　
（
小
さ
じ
１
）

一
人
分　

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　

４
８
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

　
　
　
　

塩
分　

１
．
２
ｇ

①
生
鮭
は
皮
と
骨
を
と
り
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
り
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で

下
味
を
つ
け
る
。
し
め
じ
、
ま
い
た

け
は
小
房
に
分
け
、
エ
リ
ン
ギ
は
く

し
切
り
に
す
る
。

②
沸
騰
さ
せ
た
お
湯
に
塩
を
加
え
、
ス

パ
ゲ
テ
ィ
を
ゆ
で
、ざ
る
に
上
げ
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入

れ
、
に
ん
に
く
を
弱
火
で
熱
し
、
香
り

が
出
て
き
た
ら
、
鮭
、
し
め
じ
、
エ
リ

ン
ギ
ま
い
た
け
を
加
え
て
炒
め
る
。

④
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
加
え
て
、し
ょ
う
ゆ
、

こ
し
ょ
う
を
加
え
て
、炒
め
合
わ
せ
、

大
葉
を
散
ら
す
。

じ
ゃ
が
い
も
団
子
の
ス
ー
プ

材
料
（
一
人
分
）

○
じ
ゃ
が
い
も
…
60
ｇ

　
（
１
／
２
個
）

○
片
栗
粉
…
９
ｇ
（
大
さ
じ
１
）

○
塩
・
こ
し
ょ
う
…
適
量

○
玉
ね
ぎ
…
25
ｇ(

１
／
８
個)

○
人
参
…
20
ｇ
（
１
／
８
本
）

○
ベ
ー
コ
ン
…
１
枚

○
パ
セ
リ
…
少
々

○
水
…
２
０
０
ｃ
ｃ

○
コ
ン
ソ
メ
（
固
形
）
…
１
／
２
個

一
人
分　

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　

１
１
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

　
　
　
　

塩
分　

１
．
５
ｇ
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三重北医療センター
いなべ総合病院

鈴鹿厚生病院
本部

松阪中央総合病院

南島メディカルセンター

三重北医療センター
菰野厚生病院

大台厚生病院

鈴鹿中央総合病院

秋
の
食
材
で
簡
単
料
理

　

～
食
欲
の
秋
な
ら
で
は
の
レ
シ
ピ
に
注
目
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

菰
野
厚
生
病
院　
栄
養
管
理
科
主
任　

中
谷 

理
恵

Vol.77

①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
付
き
の
ま
ま
濡
ら

し
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
包
み
、

ラ
ッ
プ
を
巻
き
、
電
子
レ
ン
ジ
で
３

分
加
熱
す
る
。（
加
熱
時
間
は
調
整
）

②
①
の
じ
ゃ
が
い
も
の
皮
を
む
き
、
つ

ぶ
す
。
片
栗
粉
、
塩
を
加
え
さ
ら
に

な
め
ら
か
に
な
る
ま
で
混
ぜ
、
一
口

サ
イ
ズ
に
丸
め
る
。

③
玉
ね
ぎ
、
人
参
は
１
セ
ン
チ
の
角

切
り
、
ベ
ー
コ
ン
は
１
セ
ン
チ
幅

に
切
る
。

④
鍋
に
水
と
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て
火
に

か
け
、人
参
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
る
。　

玉
ね
ぎ
、
ベ
ー
コ
ン
、
②
で
作
っ
た

じ
ゃ
が
い
も
玉
を
加
え
、
弱
火
～
中

火
で
10
分
程
煮
る
。

⑤
塩
、こ
し
ょ
う
を
入
れ
味
を
調
え
る
。

⑥
器
に
盛
り
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り

を
散
ら
す
。


